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令和 2年、新型コロナウイルス感染症パンデミックが始まり、3年後ようやく終息の兆しが見えてきまし

た。人と人との距離は遠くなり、様々な生活の変化が起きました。マスク着用の毎日、イベントは軒並み中

止となり、会社は在宅ワークが中心となりました。外出を控える人が増える中、ネットで何でもできるよう

になりました。便利になる一方でパソコンが得意でない人にとっては不便になったのでは？と感じていま

す。利用者さんの中には自在に使いこなしている方もいますが、苦手な私は、わからないことや不便に感じ

ることが増えました。時間をかけ調べたり、わかる人に教えてもらったりと苦労しています。 

コロナ禍の 3年間で、社会には様々な状況や状態にある人が増えたのではないでしょうか。障がいの有無

にかかわらず、支える人、支えを受ける人に分かれることなく、お互い助け合う、新たな『共生社会』のヒ

ントがここにあると感じています。しいの木会も新たな『共生社会』の一員となれるよう、成長していきた

いと思います。どうぞ、ご支援、ご協力をお願いいたします。 

 
理事長 渡邊 洋二 

（支援員 佐藤 友紀） 

 

当日は好天に恵まれ、農業センターで桜を見な

がら昼食を食べてきました。                    

開花は三分咲き位でしたが、敷地内の桜を眺め

ながら散策しました。桜にはあまり興味を示さな

い利用者さんもいましたが、いつもの歩行活動と

は違い、それなりに楽しそうでした。 

昼食は芝生の上にブルーシートを敷いて『のう

えんカフェ』の二段重ね弁当、ペットボトルのお

茶、どら焼き等のデザートを頂きました。 

弁当は結構な量がありましたが、美味しさと戸

外で食べる開放感も加わり、ほぼ完食しました。 

戸外でマスクを外しての行動となり、利用者さ

んの笑顔が直接見られ楽しい一日となりました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

支援員 伊藤 英俊さん 

支援員 星野 政夫さん 

GH世話人 中村 千秋さん 

 

令和５年５月８日以降、新型コロナウイルス感染症の 

感染症法上の位置づけが５類感染症に変更されますが、 

今後も、感染防止対策へのご協力をお願い致します。 
 

 

5月から土曜日の販売はなくなります。 

よろしくお願いします。 

 

支援補助員 落合 峻将さん 

GH世話人 井上 恵美さん 

GH世話人 落合 裕子さん  

 

今回のお楽しみ会は、昨年 11月にオープ

ンしたばかりの市原アイミュージアムを訪

れました。 

本やテレビではお馴染みのハニワや土偶、

古い刀や勾玉を感心した様子で見学し、市

原の歴史に触れる時間を楽しみました。天

気も良く、「また来たいなー！」という声も

聞けて、気持ちの良い外出になりました。 

昼食は、『のうえんカフェ』のカラフル 2

段弁当。外で食べるには肌寒く室内での食

事となりましたが、デザートが食べきれな

い人もいたほどボリューム満点で大満足の

1日となりました。 

（支援員 小林 加奈子） 


